
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道奥尻町 

奥尻町は、北海道南西沖地震（1993年）で甚大な被

害を受けた年から今年で 25年目を迎え、5月 25、26日

に、地域安全学会の 2018年度春季大会（目黒公郎会

長、一般社団法人地域安全学会主催、奥尻町・奥尻町教

育委員会共催）が奥尻町の海洋研究センターで開催さ

れ、島内外から延べ 200人が参加しました。 

25日の研究発表会では、参加した大学や専門機関の

研究者が、防災、災害対応、復興、ライフライン、医療

など 60編以上の個別発表がなされました。 

26日のシンポジウムでは、谷岡勇市郎・北海道大学

大学院教授が、奥尻島を含めた北海道周辺の地震活動の

メカニズムをわかりやすく解説しました。 

続くパネルディスカッションでは、奥尻高校生 2名が

登壇し、島全体を学校にみたてた「まなびじま奥尻」プ

ロジェクトと題して、スキューバ-ダイビング、島の

「プロ」が講師となる町おこしワークショップ、他校を

島に招く「北の巌流島」など、奥尻島の魅力を発信する

ユニークな取り組みを紹介し、会場から感嘆の声が上がりました。 
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北海道南西沖地震から２５年 

奥尻島のこれまでとこれから 
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研究発表会の様子（25日） パネルディスカッションの様子（26日） 


